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した手法として E-DCLD (Effective Delay-Controlled Load Distribution) を提案し、計
算機シミュレーションによる性能評価により提案手法の有効性を明らかにしている。既存
研究とは異なり、通信品質(遅延)まで考慮したトラヒック分散技術として、提案手法は
高く評価できる。
第 5 章は結論である。
以上の通り、本論文は将来主流となるリアルタイムマルチメディアサービスの実現に
必須となるトラヒック分散モデルを提示するものであり、情報通信技術並びに応用情報科
学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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